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項目 内容

1.企業情報  業種：製造業
 事業概要：ガラス関連製品の製造販売
 事業規模[任意]：売上 約1.3兆円、拠点数 200強、

従業員数5万人強

2.削減目標
案
※定量値公表
が難しい場合、
定性的説明でも
可

＜Scope１・２の削減目標と削減に向けた取り組み＞

● 主に生産拠点での省エネ活動と、一部拠点で燃料のガス転換
や再生可能エネルギー導入を推進

＜Scope３の削減目標と削減に向けた取り組み＞

● サプライヤー、輸送業者やお客様との連携により、容器包装含め
た軽量化、リサイクルの推進、廃棄物の削減、輸送の省エネ等
に取り組む。
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項目 内容

3.基準年の
GHGインベ
ントリ

・CO2
・フッ素ガス

 Scope１・２・３の排出量の状況  SCOPE1：
[tCO2]（任
意）

 SCOPE2：
[tCO2]（任
意）

 SCOPE3：
[tCO2]（任
意）

目標の対象セクター：
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項目 内容

4.気候変動
によるリスクと
機会の分析

 リスク
・今後さらに進むグローバルなGHG排出への規制強化により、コ
ストが上昇する
・再生可能エネルギー導入によりエネルギー費用が増加する
・降水量増加等の異常気象による災害が事業継続のリスク
になる

 機会
・各種規制や環境意識向上により環境貢献技術・製品の市場
が拡大する
・環境貢献製品の上市と環境活動の展開により企業イメージが
向上する

5.削減目標
設定の背
景・目的・期
待する効果
など

 持続可能な社会に貢献する企業として、中長期CO2削減目標
の策定への検討材料としてSBTの考え方を理解する。
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項目 内容

6.目標設定
のプロセスと
社内の議論

 目標設定のプロセス、シナリオについて理解は深まった。

 一方、総量の削減に対してシナリオ設定が難しく
エネルギー多消費型の産業での取り組みの難しさが改めて
浮き彫りになった。

7.今後の課
題

 Scope１の削減において、主要な生産拠点において更なる省エ
ネに取り組んでいく事が必要。

 Scope2の削減において、再生可能エネルギーの活用が必要
但し、安定かつ安価な再生可能エネルギーの調達が課題。
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